
: は じ め に

北東北の落花生栽培は昭和50年以降急速に普及し,畑作

物における換金作物の一つとして有望視されている。 しか

し寒冷地の落花生栽培は気象条件から初期生育期間の温度

不足をマルチ栽培で補い。主要品種である早生種のタチマ

サリによって支えられている。タチマサリは品種特性から

発芽率の低さが指摘され.さ らに収穫前後の気象条件によ

っても翌年の出芽歩合の低下が認められる。また,農家で

は栽培年次を重ねるに従い烏害による欠株率が高まり減収

要因の一つとなっている。そこで直播栽培の欠株対策を移

植栽培に求め,ラ ッカセイ栽培における移植の可能性につ

いて検討した。

2試 験 方 法

1 育苗方法について

育苗 ; 露地 トンネル育苗。施肥量 ; 床土″当りN成

分で028夕 を化成 (7-15-17)を用いて床土と混合。本

回は 3当 りN-04,P205~20,K20-15り を化成肥料

で施用。播種期 ; 4月 21日。チウラム剤を粉衣した種子

を縦播 き。移植 , 5月 19日。落花生用サ ッソーシー ト

9215,植穴径 6昴 の移植用マルチを使用。

(1)育苗の播種密度 , ① 3"X3",② 4“ ×4昴,③

5“ ×5昴 各々1粒播 き。床土深 5"。 30“ X58"深 さ6

“
の本製育苗箱を使い床土は火山灰土。

0)床土の深さ ; ① 3“ ,② 5“,③ 7“。播種密度

3“ ×3"。 他は(1)と 同条件。

●)床上の種類 ; ①火山灰土,②沖積土。播種密度 3

“
X3“,深 さ5“ , 1粒播き。

“

)育苗資材 ; 樹脂ポット(タ バコ育苗用 3“ X3“深

表 : 移植後の気象条件

さ3術 のプロックが一辺 8列 ,一枚 64プ ロック。底には径

4細 の穴あき。① l粒播 き,② 2粒播き。ペーバーボット

③ 2号 ポットを 5昴 に切断し,移植時にはポットを取 り除

いた。箱育苗, 1～ 3に使用したもの。④ 3"X3“深さ

5"1粒播 き。⑤ 4"× 4“ 2粒播き。

15)移植後の気象条件 , 表 1に示 した。

2 活着温度について

育苗資材は 1の (1)の育苗箱を使用した。播種期 9月 11日。

1-(0-② の条件で育苗。ファイロンハウス内無加温 トン

ネル被覆。移植期 10月 7日。苗は3葉が完全に展開したも

のを使い根を 4“ に切断。硬論
8ポ ットに火山灰土を充瞑

し各処理H個体 (3ボ ット)と した。移植後,水槽付人エ

気象室 (自然光)を用いて水温を 3段階① llC,② 14C,

③ 17Cに処理して地温の処理を行った。水面及びポット

の上面はアル ミ箔で覆うた。平均気温14℃ (最高20C,最

低 8℃ )と して 11月 10日 まで処理した(平均気温14C出 現

は滝沢平年値 5月 22日 )。

3試 験 結 果

1 育苗方法について

(1)播種密度 3昴 X3昴 では草丈は伸びるが地上部生体

重少なく, 5昴 ×5昴 では草丈は短いものの地上部生体重

大きく,密播で徒長傾向を示 した。葉数 と胚軸長では一定

の傾向は認められず,収量では粗播で多い傾向であった(表

2)。

12)床土深では草丈,葉数に一定の傾向が認められず,

表 2 箱育苗における苗質 と収量
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胚軸長,地上部生体重は床土の深い 7“区でまさった。開

花は 3‐ 区で他区に比べ早まったものの,収量差は認めら

れなかった (表 2)。

13)床土が火山灰土壌では出芽 苗欄い良 く草丈 地上

部生体重で沖積土にまさった。沖積土は漕水による土面の

固化と乾燥により,発芽途上の種子の乾燥 .出芽の遅れが

観察された(表 3)。

表 3 土壌の違いによる苗質
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体が生した。また全体に葉色の退色が観察された。

地温14C区では約半数の個体に新根が発生した。

地温17℃ 区では全個体に新根の発生が認められ,葉の展

開も進んだ(表 6)。

表6 人工気象室における地温と活着
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)樹脂ポットを用いた苗は根部がプロック状となり,

根重も大で移植時の根の切断がほとんど認められなかった。

しかし,プ ロックの土量が少なく,土壌の乾燥による水分

不足で苗の揃いが極端に悪かった。 2粒播 きでは吸水した

種子がプロック内に収まらず種子の露出があって,発芽始

の枯死数が多かった。ペーパーポットではボット下からの

水分の供給が多 く,出芽揃いは良好であったが徒長気味の

生育を示した。移植栽培の生育収量を直播栽培と比較する

と,移植栽培では草丈 (最 長分技長 )が短 く,分岐数も少

なめであった。移植と同時期の直播 (5月 19日 )と 収量を

比較すると,樹脂ポット1粒 . 2粒 ,箱育苗 2粒播 きで子

実重が直播にまさり,なかでも箱青苗 4× 4“ 2粒播きは標

準播 さ(5月
'日

)に近い収量が得られた(表 4お よび5)。

表 4 育苗資材と苗質

4 ま

欠株対策の一つの方向として移植栽培を検討した。育苗

の播種密度から播種粒数の少ない (1粒当たりの床土量の

多い )苗程地上部の生育は良好となった。播種粒数の多い

苗は密植条件 となり,徒長気味に生育が進み,ま た移植時

の断根 も影響して収量的に劣ったものと思われる。播種粒

数の少ない苗は移植時に断根が少なく,地上部の生育も良

い事から,そ のまま収量増につながったものと思われる。床

土の深さについては横方向に伸長する根の切断の影響が大

きく,収量的に差を生じなかったものと考えられた。床土

の違いによる苗の生青差は,上の物理性が影響した。すな

わち沖積土を用いた場合,灌水とその後の乾燥が土壌表面

の層状の固化につながり,出芽時に物理的な抵抗を与えて,

出芽とその後の生育に悪影響を及ぼしたものと思われる。

欠株対策を考える場合に簡便な資材を用いるのが現実的と

考え,3種 の資材を用いて検討した。樹脂ポットの場合 ,

根がプロック状に形成されて移植時には根が切断 されず活

着は良好となるが,育苗時に周囲との土壌水分のつながり

がなく乾燥 し易い。その結果,苗立歩合の低下が発生した。

ペーパーポットはボット下と土壌水分のつなが りがあり,

出芽が良好な反面.苗の生育が徒長気味となり移植後の生

育が劣る結果となった。このことからペーパーポットは苗

の生育に難点があるものと思われる。箱育苗は根がからみ

易 く移植時には根が切断されるが, 2粒播きでは根がらみ

により断根が少なく,移植後の生育収量では他の育苗方法

や同時期の直播に比べてまさったものと思われる。この場

合標準播 き(5月 9日 )に近い収量が得られ,直播栽培の

欠株率を考慮すると実用化も期待出来る。ただし播種粒数

を少なくすると育苗資材の増加につながり問題となる。

本回の移植後の気象条件や人工気象室を用いた実験結果

から,苗の活着は地温に大きく左右されるものと思われた。

とくに人工気象室での結果では,地温14℃ 区で約半数の個

体に新根の発生が認められた事実と,マ′け 栽培での地温上

昇が被覆直後からみられることから,さ らに早期移植の可

能性 も考えられる。
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表 5 育苗資材と移植後の生育収量

2 活着温度について

地温 1lCでは新根の発生が全く認められず,一部枯死個


